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蕊し曇､裳捷擁換
入学間もない1年生です。心をときほぐし、生き生きとした小学校生

活をスタートさせたいものですね。

「握手」という活動を中心に、学級・学年の友達、そして上級生や学

校で働く人、飼育舎などの小動物へと仲良しの輪が広がるように展開し

たいものです。

近
を

学
ら

●
●

M

IjI １
１

《

~I

＃。…，

i,:織八
＆ '

1

･動植物に優しく触れて仲良しにな

る

I

｢握手」は、自分と環境とのかけはしですノ
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「たんけん」活動 《ア
1．「気分／気分／」の役に立つ

手作りカメラ

『まちたんけん』は、できるだけ

身軽にさせたいものです。とはいえ、

町での大発見を記録として残す活動

も．…とお考えのときは、このような

グッズがたいへん効果的です。『ま

ちたんけん』以外にも、教室・学校

を飛び出す活動にはきっと重宝する

はずです。

《アイデア2題》

子Eもの．Fイネ《アに寺いせて

／ｶﾒﾗの零梱鼠腱だてはう'旨

Ｆ

よろしくお願いいたします
杉杉q･け一修歩V尻ﾙﾃぷや0ﾉ鼠がリヂ説

この子どもは、○○小学校2年

△組の児童です。ただ今、生活科

の学習をしています。自分の町を

見たり、聞いたり、調べたりしな

がら、秋を探す活動をしておりま

す。

子どもがお邪魔してご迷惑をお

かけいたしますが、趣旨をご理解

の上、ご協力をお願いいたします。

2．名刺を利用した担任の

メ、ソセージ

子どもたちに名刺を持たせて

活動させると、必ず人とのかか

わりを生み出します。子どもの

名刺の裏を利用して、実際に担

任のメッセージを載せました。

学習の意図を知らせることで

大勢の人々から、快い協力を得

ることができます。

担任 ○○ △△

□口小学校 《住 所》

《電話番号》
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学校探検の単元で『スタソプラリー』という活動を構成しました。校

舎内の各教室や特別教室に行ってスタンプを押してくるおなじみのゲー

ムです。

子どもたちは、たいへん

意欲的に活動します。グルー

プごとにコースを決めて、

回る順番を自由に選択させ

ます。
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こうちょうしつ

ポイントごとにスタンプ

を変えて、ゴールめざして

がんばります。

ポイントの指示を次ペー

ジのように工夫すると、い

ろいろな活動を体験させる

ことができます。

握手する活動やサインを

もらう活動と組み合わせる

ことによって、 いろいろな

発見や驚きを体験させるこ

とができるでしょう。
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楽しい活動を工夫しましょう／
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校長室へ探検です。

？・あいさつできるかな？

･指示をよめるかな？ ｒ一

ノックして、なかに

はいりましょう。

そして、ごあいさつを

しましょう。

ドキドキしながら、ノックをして校長

先生とお話をしました。

グループで協力しながら活動するので、

リーダー性を発揮する子ども、慎重な子

どもなどを見取ることができます。

ここが、

こうちょうしつです。
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特別教室の指示は、その教室にあるものをさわったり、自分の教室に

はないものを探索させるのが楽しい活動になるようです。

・保健室では砂時計を探す。

・図書室では『○○』の本を探す。

・用務員室では、握手をする。
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町深検の発表会
、甥
寺 b

出店スタイルの発表会

お祭りの出店のように、グループごとにコーナーを作って、

のコーナーで一斉に発表を行いましょう／

それぞれ

・1年生を招待して発表会をしま

す。発表の仕方や内容をグルー

プ。ごとに工夫します。

灸ひみつ
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グル

庁
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･招待された1年生は、すきな出

店で発表を聞きます。

友だち f
グループとびだせ

ユ グループ

一プ

･聞きにくる1年生がかわるたび

に繰り返して説明をします。

｡発表するグループの数が多いと

きは、前半と後半に分けてもよ

いでしょう。

･人数や発表の内容を考えて、活

動する場所を決めましょう。

（体育館や多目的ホールなどが

活動しやすい場所です）
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･形にとらわれずに自由な雰囲気の

中で、探検してきたことを自分た

ちの言葉でのびのびと発表させた

いものです。

｢ハンバーガーやさんで

わかったことを、クイ

ズにしたよ。」

｢中国領事館の本を作ったよ。」

・たくさんの1年生に聞いてもらい

たいから、発表の仕方や内容を積

極的に工夫しようとします。

・1回目の発表が失敗しても、その

失敗を生かして、次の発表でがん

ばることができます。 ｢パンやさんから教

えてもらったこと

はね…。」

子どもがあきない発表会を／

－53－



ざ正夫を丘－－－－－－－－－］
猫のように／忍者のように／

学校探検で気になるのが廊下での声。どんなに活動に目的性を

持たせ廊下歩行の仕方を指導しても､活動に夢中になるとついつiい声のボリュームは大きくなるもの。

そこで、こんなのはいかがでしょうか。

・グループに猫の名前をつけて、廊下を猫のようにおもしろ

く歩かせる

。『にんじやたんけんたい」と称し、忍者のお面などをかぶ

らせて忍び足で歩かせる

入学間もない時期の活動ですから、こんな楽しい指導の工夫も《

してみてはいかが…。

本物のカメラで町探検を／
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